




























































Think Globally, Act Locally
鈴 木 忠 男
私は今年の夏に国際キャリア開発プログラムの一
環で重田先生と陣内先生と一緒にスリランカを訪問
した。今回の訪問の契機となったのは、重田先生
の講義でサルボダヤ運動に興味が湧き、どのよう
な活動をしているのか気になったからである。
最初にサルボダヤ本部のセンターでサルボダヤに
ついての講義を聞いた。そこでサルボダヤについて
深く知ることができた。サルボダヤとは政府にも、
民衆にもどちらに対しても中立な立場で物事に接す
る中立的な機関であり、主な活動としては国家の繁
栄のための貧困者の救済である。理想は宗教の壁
を超えて、さまざまな人々がいる中での平和を唱え
ている。そのために貧困の差関係なく、上部の人
も下部の人々に手を差し伸べている。つまり、国家
観光やサルボダヤ運動についての講義、インタ ンー
シップなどを行った。
8 ～ 9日は都市キャンディの観光をした。まず紅
茶工場を見学させてもらった。スリランカの紅茶は
世界的にも有名である。実際に試飲させてもらうと
普段日本で飲むものよりもさっぱりしていて飲みや
すかった。工場の近くには茶葉の畑も広がってい
た。夜には、仏歯寺という寺を訪ねた。ここには
仏様の歯が保管されており、歯が入った箱が一般
に公開されることもある。昔は、この仏様の歯を所
持することが、国の権力者である証だったそうだ。
また、象の孤児院も訪ねた。ここでは、群れから
はぐれた象などだけでなく病気や怪我をしている象
も保護している。象たちが一斉に川で水浴びをす
る様子はすごかった。ここは有名な観光スポットで、
国内外から多くの人が訪れていた。
また、スリランカと日本の文化的な違いも面白
かった。食事は基本的に三食カレーであり、人々
は手づかみで食べる。午前と午後には必ずティー タ
イムをはさむ。また、トゥクトゥクという小さな車両
がタクシーのように利用されていた。
最後の二日間は、幼稚園と孤児院でインターン
シップをさせていただいた。幼稚園では子供たち
と歌や踊り、工作などをした。孤児院では子供た
ちの着替えの手伝いをしたり、一緒に遊んだりした。
先生たちは英語を理解できたが、子供たちはシン
ハラ語しか理解できないため、コミュニケーション
をとるのが難しかった。しかし、子供たちは私を温
かく迎えてくれて楽しい時間を過ごすことができた。
今回の体験で、サルボダヤ運動についでだけで
はなく、スリランカと日本の文化的な違いや、スリ
ランカの魅力的な点など、多くのことを知ることが
できた。機会があったら、またスリランカを訪れて
みたいと思った。
